
Fig. 1 Polarized absorption spectra of 
a bisazo dye (inset) film.  

Fig. 2 Polarized optical microscope 
images obtained by 520 (a) or 818 (b) 
nm-monochromated light on the film 
344 days after deposition. The image 
size is 20 m  20 m.  
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【はじめに】我々は、赤色から近赤外線を吸収する J 会合体色素の分子配向膜について研究を行

ってきた[1-5]。Fig.1に示すビスアゾ色素は J会合体を形成する分子としては珍しく非イオン性であ

るため、真空蒸着による成膜が容易である。今回、高速蒸着により非常に大きな長波長シフトが

起き、波長 1000 nmを超える近赤外線を吸収する分子配向薄膜が得られたので報告する。 

【実験】ガラス基板に真空蒸着したポリテトラフルオロエチレン(PTFE)をラビングして配向膜を

作製し、その上にビスアゾ色素を速度 60 Å/sで高速蒸着した。直線偏光がラビング方向に平行ま

たは垂直となる偏光吸収スペクトルを測定した。また、近赤外線に対応した対物レンズとカメラ

を用いて偏光顕微鏡(POM)観察を行った。 

【結果】ビスアゾ色素は、溶液状態では波長 490 nmを吸収

するのに対し、高速蒸着膜は平行直線偏光で波長 594 nmを

吸収し、13および 105日後には、それぞれ波長 960 nmおよ

び 1060 nmに吸収ピークが観測された(Fig.1)。すなわち、570 

nm にも及ぶ超長波長シフトが起きた。また、垂直偏光での

新たな吸収は 105 日後で波長 414 nm にピークがあった。

POM 観察では、グレインが次第に大きくなり、その周辺部

に平行偏光(Fig.2)および垂直偏光の新たな吸収を生じさせ

る領域が確認された。すなわち、経時変化で形成されたグレ

イン周辺部の会合体が超長波長シフトの要因であることが

分かった。 
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